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Ⅰ 策定趣旨について 第1期 中期経営計画

Ⅱ 計画期間について 第1期 中期経営計画

開 始 年 度

平成29年度

終 了 年 度

平成33年度

　平成30年3月に策定した別府市水道事業ビジョンにおいて「安心安全な水をいつまでもお客さまの

もとへ」を基本理念に「目標設定」そして、「実現方策」を掲げました。

　この別府市水道事業ビジョンは、平成29年度から平成38年度までの10年間にわたる水道事業の運

営に関する方向性と施策推進の基本的な考え方を示したもので、これを具現化するための具体的なスケ

ジュールを示すために、このビジョンの期間を2期に分け、今回、平成29年度から平成33年度までの

5年間に取り組む主要施策の実施計画を示す「別府市水道事業ビジョン第１期中期経営計画」を策定す

るものです。

　具体的な施策の実施後については、毎年度チェックを行い、次年度に反映していく、いわゆる「P

（計画策定）→ D（実施）→ C（検証）→ A（見直し）」を徹底します。

・別府市水道事業ビジョン（平成29～38年度）

・「安心安全な水をいつまでもお客さまのもとへ」

別府市水道事業ビジョン

（平成39年度以降の長期計画）

※予定

・Plan（計画策定）Do（実施）Check（検証）＆Action（見直し）

・第１期 中期経営計画（平成29～33年度）

・Plan（計画策定）Do（実施）Check（検証）＆Action（見直し）

・第２期 中期経営計画（平成34～38年度）

1



Ⅲ 重点施策について 第1期 中期経営計画

・浄水場など基幹施設の更新

・鉛製給水管の解消

いつでも安心し

て飲める、安全で

信頼される水道

《 P6 参照 》

・災害時の応急活動体制の構築

・配水管などの耐震化

・漏水防止対策の推進

災害に強く

たくましい水道

《 P10 参照 》

・財政状況の改善

・組織機構の見直し

・人材育成

・広域連携の検討

いつまでも

皆様の近くに

ありつづける水道

《 P9 参照 》
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（単位：人・％・P）

（単位：人・％）

 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

99.42

　①行政区域内人口は「まちをまもり、まちをつくる。べっぷ未来共創戦略」②給水区域内人口は平成
26年度の「給水区域内人口と行政区域内人口の比率」③給水人口は「給水区域内人口×普及率」を算
出根拠としています。

118,287

117,396

116,927

99.60

118,761

△ 1,184

△ 0.99

117,922

△ 1,166

△ 0.98

116,937

△ 1,299

△ 1.10

121,998

△ 1,620

△ 1.31

119,945

△ 240

△ 0.20

119,088

△ 192

120,185

△ 841

△ 0.69

119,280

△ 818

121,026

△ 972

△ 0.80

120,098

99.16

△ 0.12

99.32

0.04

99.28

△ 0.04

30
（計 画）

31
（計 画）

32
（計 画）

33年度
（計 画）

117,736117,869

99.46 99.51

28年度
（実 績）

平成24
（実 績）

25
（実 績）

26
（実 績）

27
（実 績）

119,213

118,315

△ 941

121,039

△ 1,589

△ 1.30

120,168

△ 859

△ 0.78

119,284

△ 884△ 1,567

△ 0.68

118,425

△ 0.72

平成29
（計 画）

119,602

99.55

△ 0.16

118,236

△ 189

△ 0.16

99.28

0.00

119,018

118,122

117,591

　人口についての過去の推移は、いずれも減少傾向にあり、過去5年（平成24年度から28年度）の年
平均は、行政区域内人口は0.80％、給水区域内人口は0.78％、給水人口は0.80％の減となっていま
す。

△ 1.29

99.28

0.01

△ 0.74

118,702

118,014

119,407

118,508

①行政区域内人口

（1）現状について

区 分

（2）計画について

④普及率（③／②）

③給水人口

②給水区域内人口

①行政区域内人口

区 分

対前年度増減

④普及率（③／②）

対前年度増減率

対前年度増減

③給水人口

対前年度増減率

対前年度増減

②給水区域内人口

対前年度増減率

対前年度増減

121,998

118,761
118,287

121,039

117,922

117,396

120,168

116,937
116,927

114,000人

116,000人

118,000人

120,000人

122,000人

124,000人

平成24 25 26 27 28

←実績

29

計画→

30 31 32 33年度

行政区域内人口 給水区域内人口 給水人口
実線：実績

破線：計画

Ⅳ－１．計画人口について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（単位：千㎥・％・P）

（単位：千㎥・％）

対前年度増減率

対前年度増減

②総有収水量

（1）現状について

区 分

△ 52

△ 0.38

86.12

0.30

△ 90△ 333

32
（計 画）

△ 2.28

86.77

1.04

85.82

区 分

14,465

対前年度増減

①総配水量

（2）計画について

対前年度増減率

※有収率については、端数調整をしています。

　水需要は減少傾向ですが、この要因としては、人口の減少や節水型トイレ、洗濯機、食器洗い機など
の節水型水使用機器の普及、生活様式の変化、さらには、大口利用者については、地下水への転用によ
る専用水道の増加などの節水努力が要因と考えられます。
　また、有収率の向上に向けて給水区域内の配水管網をブロック化し、そのブロックごとの流量を計
測、分析し、漏水多発箇所を特定して漏水工事の優先度を決定するなど漏水防止対策（有収率向上対
策）を積極的に推進します。

③有収率（②／①）

②総有収水量

83.74

△ 2.38

33年度
（計 画）

14,270

88.48

14,388

88.06

△ 0.99

平成29
（計 画）

86.81

①総配水量

14,502

※計画値の設定については、過去の実績から時系列傾向分析を用いて推計しています。

対前年度増減

③有収率（②／①）

86.80

28年度
（実 績）

△ 474

△ 3.35△ 0.63

△ 106

△ 0.78

0.04

87.64

14,507

87.22

25
（実 績）

26
（実 績）

27
（実 績）

※有収率については、端数調整をしています。

　総配水量及び有収水量については、いずれも減少傾向（平成28年度は熊本地震に起因した漏水量の
増により総配水量は増加）にあり、過去5年（平成24年度から28年度）の年平均は、総配水量が
1.01％、有収水量が1.48％の減となっています。

16,127

平成24
（実 績）

16,305

△ 111

△ 0.68

14,155

15,826

△ 116

△ 0.73

13,629

△ 588

△ 2.23△ 3.46

14,245

16,416

16,706 16,33816,50416,632

30
（計 画）

31
（計 画）

15,942

△ 363

13,681

16,149

323

2.04

13,523

16,416 16,149 16,127

14,245

13,523

14,270

12,000千㎥

13,000千㎥

14,000千㎥

15,000千㎥

16,000千㎥

17,000千㎥

平成24 25 26 27 28

←実績

29

計画→

30 31 32 33年度

総配水量 総有収水量 実線：実績

破線：計画

Ⅳ－２．需要計画について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（税抜き、単位：千円・％）

（税抜き、単位：千円）

2,237,568

31
（計 画）

32
（計 画）

2,271,903

△ 3.45

△ 5,555

△ 0.89

33年度
（計 画）

2,178,584

△ 19,512

27
（実 績）

28年度
（実 績）

2,198,096

△ 8,260

△ 0.37

平成29
（計 画）

30
（計 画）

2,285,206

△ 0.24

（1）現状について

区 分

対前年度増減率

　給水収益は減少傾向ですが、この要因としては、「Ⅳ－２　※P4参照」でも述べたとおり水需要の
減少によるものと考えられます。
　給水収益の増収策として地下水等から水道水への切替えや料金体系の見直しを行い、水需要を促進し
ていきます。

平成24
（実 績）

25
（実 績）

26
（実 績）

△ 78,850対前年度増減

給水収益

（2）計画について

区 分

給水収益

　給水収益は給水人口や観光客数の減、節水機器の普及などにより減少しており、過去5年（平成24
年度から28年度）の年平均は、1.50％の減となっています。

※計画値の設定については、別府市水道事業基本計画に基づいています。

2,290,761

△ 60,268

△ 2.56

2,130,1392,156,691 2,097,363

2,206,356

2,290,761

2,178,584

2,237,568

2,000,000千円

2,050,000千円

2,100,000千円

2,150,000千円

2,200,000千円

2,250,000千円

2,300,000千円

2,350,000千円

平成24 25 26 27 28

←実績

29

計画→

30 31 32 33年度

平成24給水収益 実線：実績

破線：計画

Ⅳ－３．給水収益（水道料金収入）計画について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（税込み、単位：千円）

（税込み、単位：千円）

配水管整備事業

既存施設更新事業

基幹施設耐震補強事業

高度浄水処理事業

建設改良事業費　計

280,340

0 0 0

（1）現状について

建設改良事業費　計

高度浄水処理事業

基幹施設耐震補強事業

既存施設更新事業

配水管整備事業

施設拡張改良事業

区 分
平成24

（実 績）

31
（計 画）

32
（計 画）

※ここに記載している事業費は工事に係る委託料と工事請負費の合計です。

0

522,401

1,396,067

1,204,179

784,397

25
（実 績）

26
（実 績）

27
（実 績）

28年度
（実 績）

517,594 244,068 223,843

234,600 246,355

合 計
（24～28）

218,130 222,370

2,592

187,308

127,393

116,561

659

331,920 78,642

51,544495,932

303,200

117,768

（2）計画について

区 分

264,701 271,215

平成29
（計 画）

12,563

776,952

施設拡張改良事業

0 8,850 125,800 70,800 74,890

365,300

79,830

346,200 346,200 365,300330,700

147,840

12,563

3,708,988

33年度
（計 画）

9,306 145,923 28,501

30
（計 画）

311,782

971,370

0

647,800 733,780 872,270 757,290 693,370 3,704,510

※計画値の設定については、別府市水道事業基本計画に基づいています。

　別府市地域水道ビジョンの第2期中期経営計画においては、各施設の耐震化事業を中心に基幹管路の
耐震化事業に重点を置き、地震に強いしなやかな水道施設の構築を中心に実施してきました。
　本計画期間においては、継続して施設の耐震化を進めるとともに、水需要減少に対応した施設能力の
適正化（ダウンサイジング）も考慮し、効率的かつ効果的に水道施設を再構築していきます。
　また、災害時における強靭性を確保し、適正な水圧及び水量を利用者に対して公平に提供できるよう
耐震性の高い配水管網の整備を図ります。

509,761

13,900 160,600 177,900 173,350

※ここに記載している事業費は工事に係る委託料と工事請負費の合計です。

1,753,700

173,350 699,100

合 計
（29～33）

0 0 0

0 0

848,581 1,051,293

Ⅳ－４．建設改良事業計画について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

【年代・部門別固定資産グラフ（平成29年3月31日　現在）】

0円 500,000,000円 1,000,000,000円 1,500,000,000円

S27以前

S31

S35

S39

S43

S47

S51

S55

S59

S63

H 4

H 8

H12

H16

H20

H24

H28

貯水部門 導水部門 取水部門 浄水部門 送水部門 配水部門 給水部門 その他部門
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（単位：千円・％）

（単位：千円）

△ 203,419

　水道事業は、公営企業ということもあり、民間とは異なり「株式」により資金を調達することができ
ず、内部留保資金だけで多額な水道施設の更新を行うことは極めて困難であります。よって、企業債
（＝借金）に依存せざるを得ない状況が発生します。

※計画値の設定については、別府市水道事業基本計画に基づいています。

　しかしながら、建設改良事業の財源として多くを企業債に依存することは、将来の財政負担が大きく
なるだけでなく、単年度の収支（企業債利息）にも影響を与えることになります。
　それらを軽減するため、企業債（借金）を抑え、財政基盤を強化すると同時に、支払利息の削減を図
ります。

3,751,8103,968,130 3,466,601

△ 187,025

△ 3.58

298,930

71,248

370,178

3,545,154

307,726

4,178,515

△ 201,587

△ 4.64

200,000

△ 4.00

310,385

97,177 65,124

343,677

4,838,9035,040,490

平成24
（実 績）

25
（実 績）

200,000100,000 200,000100,000

78,490

386,216

3,644,084

316,320

87,780

404,100

278,553

平成29
（計 画）

30
（計 画）

31
（計 画）

32
（計 画）

33年度
（計 画）

407,562

4,622,149

（1）現状について

対前年度増減率

対前年度増減

企業債残高

区 分
28年度

（実 績）

△ 240,215

△ 5.20

△ 216,754

△ 4.48

4,381,934

26
（実 績）

27
（実 績）

（2）計画について

区 分

④企業債残高

元利償還金　計（②＋③）

③企業債利息

②企業債償還金（支出）

①企業債（収入）

5,040,490

4,178,515

3,466,601

3,000,000千円

3,500,000千円

4,000,000千円

4,500,000千円

5,000,000千円

平成24 25 26 27 28

←実績

29

計画→

30 31 32 33年度

平成24企業債残高
実線：実績

破線：計画

Ⅳ－５．企業債について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（単位：人）

（単位：人）

※退職者不補充での職員数です。

（1）現状について

区 分

平成27年度 朝見浄水場運転管理業務委託

平成24
（実 績）

25
（実 績）

26
（実 績）

27
（実 績）

28年度
（実 績）

平成25年度

平成28年度

13 13 13 13 12

年 度

54

647075

△ 6

職員数

対前年度増減

（2）計画について

区 分

職員数

対前年度増減

67 66 60

平成24年度 料金徴収業務一部委託（滞納整理業務・窓口収納業務）

平成26年度 料金徴収業務全部委託

33年度

4 4 4 4 4 4 3 3 3

26 27 29 30 31

課

係

平成24

4

14

備考 -

25

—

12 12

- -
営業課
計量係
を廃止

- - -
工務課と
配水課を

統合
- -

14 14

—

※職員数の増減により、実施時期の変更があります。

2 △ 1 △ 6 △ 6

32

76

△ 5 △ 1 △ 5 1

平成29
（計 画）

30
（計 画）

31
（計 画）

32
（計 画）

33年度
（計 画）

65

業 務 委 託

△ 8

（1）現状及び計画について

【参考　…　業務委託実績】

　平成30年度から3ヵ年にかけて、定年退職者が約20名（全職員の約30％）予定されており、職員
数の減により、職員が複数の業務を兼務することにより、これまで培ってきた水道の専門技術などの喪
失が危惧され、また危機管理に関する新たな業務に対応する必要があることから、一定程度の職員数の
確保と職員研修等を充実させ職員個々の技術のレベルアップを図る必要があります。

46

28

※年度末時点の人数です。

※年度末時点の人数です。（管理者を除く）

Ⅳ－６．組織機構の見直しについて

Ⅳ－７．職員数について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（税抜き、単位：千円）

※計画値の設定については、別府市水道事業基本計画に基づいています。

職員給与費

2,269,388

506,282

0 0 0

548,104

11,450

57

5,800

2,339,794

2,097,363

231,690

0

6,406

46,106

45,544

2,015,275

10,776

47,194

2,108,104

101,924

387,675

0

0

2,261,486

33年度
（計 画）

2,209,921

2,191,829 2,208,571

518,484 532,127 508,353 469,710

32
（計 画）

2,378,664

2,271,903

12,206

35,544 34,488 33,754 32,453

10,888 10,832

0 0

負担金

工事請負費 52,702

46,106 46,106

委託料 448,773

11,888

467,083 486,140 505,974 526,618

11,862 11,808 11,718 11,600

101,704

52,702

105,112

33,031 19,428

小  計

材料費 147

2,130,800

122 101 84

2,133,141 2,126,493 2,083,979

52,702 52,702

101,704 101,704

47,411 46,782

750,647783,882

48,697

3,698 18,092

740,148

③収支（①－②） 170,093

平成28
29

（計 画）
30

（計 画）
31

（計 画）
区 分

0

7,240

48,041 46,185

2,248,827 2,228,533 2,197,499 2,160,519 2,331,118 2,293,088

長期前受金戻入 36,118

（1）収益的収支について

補助金 0 0 0 0

その他の営業収益

受託工事収益

給水収益

2,302,419

2,172,204

0

76,623

2,280,914 2,248,215

2,156,691 2,130,139

営
業
収
益

小  計

71,842 67,360 63,156 59,215

0

10,518

783,882

11,799

32,142

受取利息及び配当金 2,130 1,960 1,803 1,659 1,526 1,404

小  計 52,231 51,020 49,355

その他

薬品費

通信運搬費

光熱費 5,832

11,060

5,825

48,047

動力費

修繕費 12,473

105,820

11,454

105,585

路面復旧費 0

41,540 15,388

7,084 7,136 7,188

780,761

5,819

2,244,517

45,345

営
業
外
収
益

①収益的収入

雑収益 13,983 13,516 13,064 12,628

55,520

2,237,568

営

業

費

用

②収益的支出

減価償却費

資産減耗費

支払利息及び企業債取扱諸費 106,455 97,177 87,780

1,361 1,361 1,361 1,361 1,361 1,361特別利益

78,490 65,124

69

2,108,809

52,702

46,159

759,932

9,659 47,791

104,306 103,257

0 0

5,812 5,806

11,003 10,945

特別損失 25,151 24,135 23,160 22,224 21,326 20,465

71,248

※平成32年度に給水収益10％改定で試算しています。

小  計 113,437 104,210 94,864 85,626 78,436 72,364

営
業
外
費
用

雑収益 6,982 7,033

21,958 30,948 28,227 23,478

Ⅳ－８．財政計画について
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

（税込み、単位：千円）

※計画値の設定については、別府市水道事業基本計画に基づいています。

（税込み、単位：千円）

　収入の大部分を占める水道料金の収入が近年減少傾向となっており、経費節減など支出の抑制に努め
ているものの利益幅は減少し、今後も減少するものと考えられます。
　今後想定される厳しい経営環境を踏まえ、組織機構を見直し、給水収益の増収対策、漏水防止対策の
強化などを推進し、水道事業の経営基盤の強化を図り、持続可能な水道を推進するために各施策の着実
な実施に努めます。

33年度
（計 画）

206,503

0

5,963

540

1,059,629

※純利益の内、長期前受金相当額に資金の裏付けをするため、留保資金より長期前受金相当額を控除しています。

33,031

平成28

1,044,032

303,419

1,040,227 1,154,794

76,868 77,691

603 603

0

1,813,183 1,617,084

37,200 54,630

△ 933,724 △ 1,048,291

310,384 316,320

729,843 838,474

区 分

③繰越額（①－②）

②補てん額

委託料 16,703

③収支（①－②） △ 937,529

788,487

1,147,717

1,969,235

企業債償還金

　　当年度純利益

　　留保資金（当年度発生額）

　　前年度繰越額

①留保資金発生額

（3）内部留保資金について

営業設備費

その他 603

国庫補助金精算金 0

建

設

改

良

費

1,031,706

937,529

小計 740,613

企業債 100,000 100,000 100,000 200,000 200,000

1,172,106

5,963

540

5,963 5,963 5,963 5,963

540

工事負担金

固定資産売却代金

②資本的支出

106,503 106,503 206,503 206,503

平成28
29

（計 画）
30

（計 画）
31

（計 画）
32

（計 画）

1,364,440 1,255,161 1,307,005

1,031,706 879,459 568,793 307,251 289,558

29
（計 画）

30
（計 画）

31
（計 画）

32
（計 画）

33年度
（計 画）

540 540 540

879,459 568,793 307,251 289,558 453,879

762,049 733,927 777,555 777,817 785,757

19,428 3,698 18,092 170,093 231,690

933,724 1,048,291 1,057,189 965,603 853,126

200,000

①資本的収入

区 分

106,503

28,830

工事請負費

78,522 79,362

（2）資本的収支について

国県補助金

職員給与費 76,054

0 0

1,263,692

0 0 0

307,726 298,929 278,552

603 603 603

△ 1,057,189 △ 965,603 △ 853,126

955,966 873,177 781,077

0 0 0 0

640,402 610,600 679,150 804,190 735,290 664,540

6,851 4,572 26,400 4,571 35,922 6,893

80,211

68,080 22,000

※計画値の設定については、別府市水道事業基本計画に基づいています。

※
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 Ⅳ 現状と計画について 第1期 中期経営計画

2,302,419 2,280,914

2,339,794

2,269,388
2,261,486

2,108,104

2,000,000千円

2,100,000千円

2,200,000千円

2,300,000千円

2,400,000千円

平成28

実績

29

計画→

30 31 32 33年度

収益的収入 収益的支出

106,503 106,503

206,503

1,044,032 1,040,227 1,059,629

0千円

400,000千円

800,000千円

1,200,000千円

1,600,000千円

平成28

実績

29

計画→

30 31 32 33年度

資本的収入 資本的支出

1,031,706

879,459

453,879

0千円

400,000千円

800,000千円

1,200,000千円

平成28

実績

29

計画→

30 31 32 33年度

内部留保資金
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（１）【安全】いつでも安心して飲める、安全で信頼される水道

事業完了に向けて、適切な進捗管理を行います。

③ 鉛製給水管の取替までの注意点等を継続して広報します。

給水装置に対する安全性を高め、
給水工事の事故を減少させる。

①
給水装置工事設計施行指針に基づき、指定工事業者への指導を行いま
す。

鉛製給水管を解消する。

①
鉛製給水管の取替を推進するために、配水管整備事業との効率的なリ
ンクを図ります。

②

すべての小規模貯水槽の設置者に
対する適切な指導を実施する。

① 設置者に対し、清掃、水質管理などについて指導を行います。

②
直結給水に必要な水圧が確保可能な地域は、より安全な水供給の観点
から直結給水を設置者に促します。

②
水質監視体制の強化策として、浄水場など各施設に監視カメラ、赤外
線センサーの設置、受託者等との連絡体制を強化します。

水源汚染リスク軽減のため、水質
改善や水質監視・水質異常時の対
応などの取組みを推進する。

①
「別府発電所導水路・別府市水道水保全対策検討委員会」を通じて、
水質汚濁等の監視体制の強化及び通報体制の確立を図ります。

③
「大分川・大野川水質汚濁防止連絡協議会」を通じて、水質汚濁防止
等の共有化による連絡体制の充実を図ります。

②
水源から給水栓まで、より安全性の高い水道水の供給を目指すため、
水安全計画の策定を行い、水道水の管理の一元化及び統合化を図りま
す。

適切な浄水処理を実施し、より安
全な水を供給する。

①
浄水施設の設備の更新、改良を実施し、より安全な水供給を目指しま
す。

 Ⅴ 推進する実現方策について 第1期 中期経営計画

目 標 設 定 実 現 方 策
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 Ⅴ 推進する実現方策について 第1期 中期経営計画

（２）【強靭】災害に強く、たくましい水道

④
配水管路に関する有収率向上対策に有用なデータをひとつに集約する
ことにより、「見える化」を促進し、有効的に活用します。
（参考～修繕工事履歴、鉛製給水管残存状況、経年管路状況等）

漏水防止対策（有収率向上対策）
を積極的に推進する。

②
計算により流量を推定している箇所に流量計を設置し、より正確な流
量の把握を図ります。

①

②
水道週間、社会見学、朝見浄水場見学会、出前講座などを利用して、
緊急時の給水拠点、家庭での飲料水の備蓄の必要性などの周知を行い
ます。

③
市内の配水管網をブロック化し、そのポイントに流量計を設置し、漏
水多発箇所を特定し、漏水対策工事及び管路更新工事の優先度を決定
します。

より正確な有収率の算出のため、送水管から分岐して給水している箇
所を配水管からの給水に切り替えを図ります。

すべての基幹施設の必要な耐震性
を確保する、又、他の水道施設の
更新に向けた取組みを計画的に実
施する。

①
配水池、導送配水管等の基幹施設の耐震化、緊急遮断弁の設置などに
ついて、重要度を勘案し施設の耐震化を推進します。

耐震化事業の必要性、応急給水拠
点や給水方法に関する市民の理解
度を向上させる。

①
Facebookなどのソーシャルメディアを積極的に活用し、より迅速か
つ正確に災害情報の発信を行う仕組みを作ります。

④ 自主防災会等他団体の応急給水研修を実施します。

② 災害対策マニュアルを見直し、より実効性の高い運用体制を整えます。

災害時の応急給水活動体制を構築
する。

① BCP（事業継続計画）を策定します。

③
給水拠点に必要な資機材の設置に係る費用負担について市長事務部局
と取り決めを行い、計画的に設置します。

目 標 設 定 実 現 方 策
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 Ⅴ 推進する実現方策について 第1期 中期経営計画

（３）【持続】いつまでも皆様の近くにありつづける水道

④ 市営温泉の水道水使用の増加を図ります。

⑦
水道事業ガイドライン（PI）の活用により、事業の現状を客観的に評
価し、改善策を示します。

⑥ 電力自由化により、より安価な電力供給会社と契約します。

② 水道使用量の増進を推進します。

収入の増収と経費の節減を実施
し、収支状況の改善を行う。

①
水道料金設定に係る逓増制の見直し、基本水量の見直しなどを検討し
ます。

③
安定給水に必要な水量に基づく施設のスペックダウン、機器及び材料
のイニシャルコスト、ランニングコストの比較による費用対効果の測
定、共同施工の推進などにより、コスト縮減を目指します。

⑤
遊休地など水道施設としての用途を廃止した資産について売却等を行
います。

水道施設の更新に合わせ、将来の
水需要を見据えた効率的な施設の
配置と再構築を行う。

①
アセットマネジメントの実践により、中長期的な視点から施設等の更
新または改良事業の平準化を図ります。

水道未普及地域に対し、技術協力
を行う。

①
市民の皆様へ可能な限り安全で安定した水供給を行うため、給水区域
外地域における現地調査、地元住民の要望などの実態調査について、
主管である市長事務部局（環境課）への技術協力を行います。

効率的で持続可能な事業運営のた
めの民間活力を導入する。

①
多様な手法の官民連携を調査研究し、本市に適合した民間活力を導入
します。

② 窓口業務について、委託化等を含めて、そのあり方を検討します。

近隣水道事業者と実現可能な範囲
から広域化の検討を行う。

①
平成28年度に大分県を含んだ県下市町村で発足した「水道事業の広域
連携に関する検討会議」をベースに、広域化を示した大分県水道ビ
ジョン（平成31年3月）に基づき、広域化の検討を行います。

目 標 設 定 実 現 方 策
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 Ⅴ 推進する実現方策について 第1期 中期経営計画

②
上下水道の一元化について、引き続き、市長事務部局と協議を行いま
す。

水道サービスに関する新しい知見
及び情報の収集、整理を行う。

①
Facebookなどのソーシャルメディアを積極的に活用し、より広範囲
に水道事業に係る情報提供を行います。

③
平成29年度に水道事業創設100周年を迎えるため、記念事業を実施し
ます。

④
水道技術の継承のため、技術力を向上させる研修を積極的に行い、自
ら学ぶ環境作りに努めます。

② 給水検査部門の所属課を技術部門の再編後の実施に向けて検討します。

目 標 設 定 実 現 方 策

人材育成を積極的に推進し、職員
の技術力、組織力を強化する。

①
技術系職員の大量退職を迎えるにあたり、事業継続力及び組織力強化
のため、技術部門の再構築を図ります。

③
水道局退職者及び新規採用により水道技術の継承及び災害対応能力を
確保し、組織力を強化します。
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別府市⽔道事業ビジョン 【第１期 中期経営計画】

平成30年3⽉ 策定

発 ⾏ 〒874-0903
⼤分県別府市⼤字別府字野⼝原3088番27
別府市⽔道局 管理課

お問合せ TEL 0977-23-3108 FAX 0977-21-6689
E-mail mai-wb@city.beppu.lg.jp
URL   http://www.city.beppu.oita.jp/suido/

安全な水道を 次の100年へ

届け、未来へのおくりもの
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